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鶴
ヶ
島
市
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
の
任

用
、
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
法
に
規
定
す
る
最
低
賃
金

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
及
び
近
隣
自

治
体
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
一
般
職
非

常
勤
職
員
の
月
額
報
酬
額
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

議案第２号

委
　
　
員
　
　
会
　
　
審
　
　
査

鶴
ヶ
島
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議案第３号

　

長
時
間
労
働
の
是
正
の
た
め
の
措
置

と
し
て
、
人
事
院
規
則
に
国
家
公
務
員

の
超
過
勤
務
命
令
の
上
限
等
を
定
め
る

規
定
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

の
職
員
も
超
過
勤
務
命
令
の
上
限
等
を

定
め
る
た
め
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。職

員
組
合
と
の
交
渉
と
合
意
は
。

ま
た
、
労
働
時
間
の
状
況
は
。

人
事
課
長　

組
合
交
渉
で
は
な
く
、

事
務
折
衝
と
い
う
形
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。
条
例
と
規
則
で
定
め
る
部

分
は
納
得
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
、

運
用
部
分
の
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

　

平
成
29
年
度
の
超
過
勤
務
の
実
績
で

は
、
月
に
45
時
間
を
超
え
る
職
員
は
、

９
課
・
44
人
で
あ
り
、
選
挙
事
務
等
に

よ
り
１
０
０
時
間
を
超
え
た
者
も
い
た
。

鶴
ヶ
島
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

性
同
一
性
障
害
者
等
に
配
慮
し
た
取

組
と
し
て
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
性
別

の
表
記
を
廃
止
等
す
る
も
の
で
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
性
別
の
表
記

の
廃
止
に
関
す
る
近
隣
市
の
状
況

は
。

市
民
課
長　

埼
玉
県
内
63
市
町
村

中
28
市
町
が
廃
止
し
て
い
る
。
西

部
11
市
で
は
、
川
越
市
、
東
松
山
市
及

び
本
市
の
３
市
を
除
く
８
市
が
既
に
廃

止
し
て
い
る
。

ＱＡ議案第４号ＱＡ

鶴
ヶ
島
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
災
害
援
護

資
金
の
据
置
期
間
後
に
お
け
る
延
滞
の

場
合
を
除
い
た
利
率
に
関
す
る
規
定
を

改
正
等
す
る
も
の
で
す
。

鶴
ヶ
島
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支
援
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
者
の
基
準
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議案第５号議案第６号

鶴
ヶ
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

に
係
る
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ
を
す
る

と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

の
改
正
等
を
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
平
均

所
得
は
。

議案第７号Ｑ

保
険
年
金
課
長　

加
入
世
帯
の
平

均
所
得
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

被
保
険
者
の
ほ
ぼ
半
数
が
年
金
生
活
者

で
あ
ろ
う
前
期
高
齢
者
で
あ
る
た
め
、

お
お
む
ね
６
割
程
度
の
方
々
が
１
０
０

万
円
か
ら
２
０
０
万
円
の
所
得
で
あ
ろ

う
と
認
識
し
て
い
る
。

税
率
改
正
後
の
近
隣
市
と
の
比
較

は
。

保
険
年
金
課
長　

所
得
割
は
、
坂

戸
市
が
０
・
７
㌽
、
日
高
市
が

０
・
３
㌽
高
い
。
均
等
割
は
、
坂
戸
市

が
２
０
０
０
円
高
く
、
日
高
市
と
は
同

額
と
な
る
。

県
内
の
税
率
改
正
の
状
況
は
。

保
険
年
金
課
長　

30
年
度
は
31
団

体
が
改
正
し
、
31
年
度
は
12
市
３

町
の
15
団
体
が
改
定
を
予
定
し
て
い 

る
。鶴

ヶ
島
市
空
家
等
の
対
策
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
空
家
等
の

措
置
に
関
し
、
適
正
な
運
用
を
図
る
た

め
、
特
定
空
家
等
対
策
審
議
会
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

特
定
空
家
等
対
策
審
議
会
の
役
割

や
期
待
す
る
効
果
は
。

都
市
計
画
課
長　

今
後
、
程
度
の

悪
い
空
き
家
等
に
関
し
、
法
に
基

づ
い
た
勧
告
や
命
令
、
代
執
行
と
い
っ

た
措
置
を
行
う
場
合
、
空
き
家
の
所
有

者
に
財
産
権
の
制
限
や
罰
金
な
ど
の
不

利
益
が
出
る
こ
と
と
な
る
。
市
長
の
権

ＡＱＡＱＡ議案第８号ＱＡ

　

市
議
会
の
定
例
会
は
、
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
の
年
４
回
で
す
。
本
会
議

と
委
員
会
の
議
員
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
議

論
を
間
近
で
御
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
役
所
の
議
会
棟
３
階
の
議
会
事
務

局
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
御
住
所
と
お

名
前
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍

聴
が
で
き
ま
す
。

　

車
椅
子
で
の
入
場
も
可
能
で
す
の
で
、

事
務
局
職
員
に
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
耳
の
不
自
由
な
方
は
、
事
前

に
御
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
手
話
通
訳

者
を
手
配
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

０
４
９
・
２
７
１
・
１
１
９
６

し
ま
せ
ん
か

傍
聴

条 例

空き家対策の適正な運用の
ための対策審議会を設置


